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１教科「福祉」の学習指導

（１）学習指導の視点

教科「福祉」は、生活体験を通して培われる生活感覚やその知識、社会人としての基

本的な生活態度など幅広い観点から人間教育を含むものであり、人間の生活をトータル

なものとして理解し、生徒の福祉マインドを育てるという視点をもつ教科であるととも

に、専門教育に関する教科として福祉関連の職業資格等(介誕福祉士国家試験受験資格、

訪問介護員養成研修事業）との関連の深い、専門的な福祉従事者養成を視野に入れた科

目で椛成されている教科である。

福祉に関する各学科では、福祉関連の職業資格等に配慮し、特に社会的責任において

介護を実践する介遡福祉士国家試験受験資格や訪問介謹員護成研修事業を実施する学科

として、介誕の理念を具現化する能力と実践力を習得させるため｢知識」・「技術」と「実

習」を中心に据えている。

（２）効采的な学習指導

ア科目の関連性等を踏まえた学習指導

教科「福祉」の科目は、「社会福祉基礎」「社会福祉実習」などの７科目で樵成され

ているが、福祉教育に対する生徒や地域、学校の多様な状況に応じて科目を履修する

ことが予想されることから、下の表に示す各科目のねらいや系統性・継続性などを考

慮し、学年の進行に伴って、基礎的な内容の科目から専''１１性の商い内容の科目へと学

ぶことができるよう配脳するとともに、社会福祉に関する知識や技術を断片的に学ば

せるのではなく、社会福祉の全体像をとらえ、総合的に習得し活用できる実践的な能

力を身に付けさせることが必要である。
｜仇

イ実験・実習を重視した学習指導

福祉に関する学科においては、専Pl1分野の知識・技術を確実に身に付けさせ、学ん

だ知識や技術を活用して主体的・創造的に問題を解決する実践力を育成する実験・尖
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奥粁
災の

課科

呼、

科Ｉ］「社会佃祉iiii粉」

ねらい鋼従研究やPli例研究などを通した、呼ljl1nりな知識と技術の深化、総合化

科目「社会縞祉実剥」

ねらい社会１m祉施iMl:聯における現場災iWなどを皿した、介iMiに関する総合的な知淑と技術の習得

技術
技な

術科

的目

科ロ「社会IHi祉扱lUb技術」

ねらい対人援助に１１１Iする知識と技術の洲11ト

科目「朏礎介迩」

ｊ｣らいini肺肴と陳;If者の介i潮に関する脳礎的な知識

と技術のｉＷリ

知識
腿な

礎科

的､

W;｝ロ「社会IHI祉堆礎」

ねらい社会Ilii祉に111Ｉする基礎的な知識のｉＩＷｌ卜と、nL征社会における社会偏祉の意混や役ilillの理解

刺）災的

なド】｝月

ｲｊＩｌＥＩ「社会禍祉制度」

ねらい社会船祉の法制度、社会福祉施,没、社会IIhi杣サービスなどに1川する知識の蒋得

愉報の

科目

ｲ:Ｉ目「IlHi祉愉慨処卵」

ねらい１１，１杣の各分1F}における１W郷l処理にIIUする知識と技術のiW得
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習を重視することが大切である。その際、実験・実習のための授業時数を増やすだけ

でなく、教材の選択や配列に十分に配11Kし、横極的に有効な指導方法を導入し、その

改善を図り、関連する知識・技術へ展開できるようにするとともに、実験・実習の内

容が過度に専門分化したり、高度化することを避け、系統的な指導計画に基づく慎重

な指導を展開して、技術の進歩や変化に十分対応できる素養を身に付けさせるよう配

慮することが大切である。

２評価のエ夫

（１）評価の基本的な考え方

新学習指導要領においては、生徒一人一人の成長をきめ細かに見ることが一層求めら

れ、「生きる力」の育成を確かなものとする学習指導と評価が求められている。

また、教科の基礎・基本を確実に身に付けさせることはもとより、積極的、意欲的、

主体的に自ら課題を見いだし、自ら考え、主体的に判断したり、よりよく問題解決する

力としての「生きる力」を育てることが期待されている。

評価の基本的な考え方としては、目標に準拠した評価、いわゆる「絶対評価」を亜祝

し、指導と評価の一体化や評価方法の改善を図るとともに、学校全体としての評価の取

組を進めることが重要である。

評価に当たっては、一部の観点に偏った評定が行われることのないよう、４つの観点

及びその趣旨を十分踏まえることが重要である。

また、評価の客観性、信頼性を保つためには、評価規準の明確化が必要であり、評価

規準を設定するに当たっては、目標規準として｢何を評価するのか｣、評価方法として｢ど

のような方法で評価するのか｣、判定基準として「どの程度に評価するのか」を押さえて

おく必要がある。

（２）評価の工夫
序
》
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観点 i汗価の趣一Ｍ 留意事項

関心

意欲

態度

社会Iiil祉にIHIする諸lllllLuについて関心を持ち、その改善.

向上をｐ指して意欲的に収I)組むとともに、飢造的、実践的

な態度を身に付けている。

｢社会編祉に対する関心｣､｢社会lYli杣の

猪諜lgiの改善・Ii1上に意欲的に取り組む

姿勢｣、「社会福祉の増進に撮与するｉＩ造

的な能力と実践的な態度｣などについて、

各科月の特質、内容等に応じて具体的目

標を設定し、評価する。

思考

判断

社会1M祉にＩＨＩする諸'111池の解決をＬI指して自ら思考を深

め、雅礎的・雑木的な知識と技術を活用して適切に判断し、

回り意工夫する能力を身に付けている。

｢個々の福祉・介護場面での課題の把

搬｣、「洲得した知識・技術を基にした思

考、判断｣、「llIl題解決のためのｶﾘな・工

夫｣などについて、具体的[I標を設定し、

iilz価する。

技能

表現

社会Ilil祉の各分野にINIする基礎的・基本的な技術を身に

け、実際の仕事を合理的に↓１１･画し、適切に処PM-するとともに、

その成来を的砿に表現する。

｢基礎的･雑本的な技術の洲得｣、「介護

過程の合理的な作成と実際｣、「笑判紀録

の適切な作成」などについて、総合的に

評価する。

知識

理解

社会柵祉の行分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付

け、社会福祉の迩獲や役WIIを理解している。

｢社会緬祉にBUする知識の認得｣､｢社会

福祉の愈幾や役判りの理解｣などについて、

共体的[l椋を設定し、評価する。

－H14福　2－

m_hirokawa
長方形



３学習指導案の作成

科目「社会福祉実習」の学習指導案（例）

（１）題材名

「清潔の援助一洗面・口腔の清潔一」

（２）題材観

身体を清潔に保つことは、日常生活を送る上で欠かせない習慣である。「洗面･口腔の

清潔」は起床時・就寝時に行われ、口腔を清潔にすることは、毎食後に必ず行われる行

為である。このように、１日に数回行われる援助を他人に依存しなくてはいけない利用

者の気持ちを理解した上で、安全かつ安楽に、そして爽快感を与えられるような方法を

身に付けられるよう指導する。

（３）指導目標

ア老人の皮膚および口腔の生理的変化を理解させ、自分で清潔行為がとれない利用者

にとっての洗面・口腔の清潔の意義を認識させる。

イ洗面・口腔の清潔の方法をいくつか紹介し、利用者の状態に合ったものを選択する

ことの必要性を理解させる。

ウ安楽で安全、かつ爽快感を与えるための具体的な介助方法と留意点を理解させる。

エ自分が実際に行った援助方法は適切であったか、また、より良い方法はないかなど

について振り返り、評価をさせる。

（４）指導計画（４時間）

ア洗面・口腔の清潔の意義１時間

イ口腔の清潔に関するいくつかの方法紹介および実技１時間

ウ洗而・口腔の清潔の実際（臥床状態、右麻煉の場合）２時間連続（本時）

1１３－ 

指ｊＩｌｌ
段階 指導内容 学判活動 指導｣二のHY懲点と↓１．F価の観点

導入

(10分）

･災習を行う態勢を襲

える。

･本時のqmjA淵の流れを

ⅢlH明する。

･本111Fの学稗の流れをJHl1解

する。

,ジャージのｵHi用、忘れ物はないか、illLlﾘlを１１{l〈態勢が

整っているかを砿蝿する。……（意欲・119心・態度）

,積極的に説IﾘlをＤＩＩいているかを確認する。

……（意欲・'10心・態度）

隈1１１１

(75分）

･敬貝によるデモンス

トレーション。

(洗､j→'二l膝の清潔

(ブラッシング)）

･火技のiVi傭をする。

･ペアの確認及び実技

を行わせる。

･後片付けをさせる。

･実技の』L体的な方法を確

ijAlし､翻愈点を｣ﾖM解する。

･必要物,11,の準伽をする。

･一巡の介助を介趣者役と

利１１１者役を交代しながら

iujj方経験する。

・仙ⅡＩした物品を整理し、

後片付けをする。

．「洗面・口腔の情iIWjについてのプリントを川いて兜Hllを

しながらデモンストレーションを行い、前時よでの生徒

の理解度を知るとともに、本時の学iHl内容の確認をする。

……（知識・理解）

･必要物品のilA傭が適切かをグループごとに生徒たちI]身

に確趨させる。……（`思考・1ｺl断）

･利用打に不安・危険を｣!』･えていないか、声かけは適切か、

手順I土あっているか、物０１Aを使い二なせているかなどの

項ロをチェックリストに班づき(１Ｍ別桁猟する。

……（技能・渋現）

･物Hhを清潔に洗い、水弧を拭き取っているか、片付ける

場所は適切かを確遜する。……（技能・渋現）

整理

(10分）

･安全で安楽かつ爽快

感が1りられる洗面.

I】誰の滴潔が行えて

いたか確遡する。

・次回の予告と今日の

爽習にI1Mするレポー

トを桁示する。

・チェックリストの評価iＭ

で自己ﾙﾄﾞ価するととに、

『1用者役の相手にも↓ili価

してもらう

・次回の学料内容とレポー

トの提llljUl限を確迅す

る

･自分と相手に対する適切な評価ができているか。

……（,I凹考・判断）

･実習に関するレポートを提出させることによ')、生徒の

知識・理解をよ')一肘深めぎせる。……（知識・理解）
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４質疑応答

問１「社会福祉実習」における社会福祉現場実習について、どの程度の期間、どの

ような施設で実習を実施すればよいか。

「社会福祉実習」は、社会福祉施設等での実習を行う前提で科目の内容が織成されて

いる。

学習指導要領においては、実習期間は明記されていないが、訪問介護貝養成研修事業

指定校の場合は、訪問介護貝に関する省令（厚生省令第23号、平成12年３月10日）の第

５条別表第一及び第二に定められているとおり、訪問介謹員１級の場合76時間、２級の

場合24時間の介謹実習が必要となる。

また、介識福祉士国家試験受験可能校の場合は、介護福祉士試験の受験資格要件で実

務３年の施設従事者と同等に位置付けられていることから、相当程度の実習を行う必要

がある。全国福祉高等学校及び福祉教育実態基礎調査（全国高等学校長協会家庭部会福

祉科高等学校長会）によると、２．３学年の２か年にわたり、各２～３週間合計４～６

週間程度の社会福祉現場実習を実施している学校が８割程度となっている。

社会福祉現場実習を実施する施設としては､介護老人福祉施設(特別養誕老人ホーム)、

介護老人保健施設、介誕療養型医療施設における療養型病床群等、介護を中心とした実

習を行うことができる施設が想定される。

問２普通科等で、教科「福祉」の科目を取り入れた教育課程を編成する場合に配ｉｉｉ〔

すべきことは何か。

今後の福祉社会に対応するためには、介護福祉士や訪問介謹員といった福祉関連資格

等の養成だけでなく、福祉のよき理解者の育成、日常生活におけるiWi単な介護技術など

の習得などの実践力を身に付けていることも大切である。

普通科等においては、地域や学校の実態、生徒の特性、進路等を考慮し、必要に応じ

て、適切な職業にBLIする各教科・科目の履修の機会の確保について配慮することとされ

ている。また、職業科目の実施に当たっては、専門的な知識と技術の習得を図るため類

型を設けて履修させる場合と、科目を選択して履修させる場合があるが、いずれの場合

も発展的・系統的に学習できるよう配慮することが望まれている。

福祉科のどの科目を履修させるのがよいかは、生徒の特性、進路等により、また、各

学校の指導教員、施設・設備等の人的・物的条件等により、一律には決められないが、

生徒の興味・関心のみが優先されたり、体験活動中心になったI)することのないよう、

科目の内容や系統性を考慮し、福祉の考え方や援助技法・実習等をバランスよく配分す

る必要がある。

なお、福祉に関する各学科においては、「社会福祉基礎」及び｢社会福祉演習」が原則

履修科目となっており、「社会福祉基礎」は低学年で、「社会福祉演習」は高学年での履

修力望ましいとされている。

－１１４－ 
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